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出席者：外部委員 

    委員長 社会福祉法人 長門市社会福祉協議会 常務理事 事務局長 澤村 有利生 様 

    委 員 山口商工会議所 広域ビジネスサポートセンター長 経営指導員 阿部 誉久 様 

    

本校教職員 

校 長 中川 達也 

副校長 田中 秀樹 

事務長 飯田 直樹 

公務員総合学科学科長 久永 美治 

公務員学科学科長 橋口 浩太 

 

１． 校長あいさつ 

 

２．本校の取り組み状況の説明 

（１）令和４（２０２２）年度公務員総合学科 1年生の年間行事について 

  （久永） 

   ボランティアとして年間３０回以上機会を提供し、新しい取り組みとして山口県警察と協 

力してサイバー防犯ボランティアに参加した。また、山口県インターンシップ推進協議会を 

介してインターンシップ実習先として宇部市常盤動物園協会や山口県庁観光スポーツ文化 

部・長門市役所など１３か所（うち６か所新規）で実施した。他にも校外学習として、防府 

市役所や宇部市役所・労働局・警察・消防など様々な職種ガイダンスや訪問見学を実施した。 

    

（２）令和５（２０２３）年度公務員総合学科 1年生の年間行事について 

（久永） 

 ７月には美祢市災害ボランティアに累計７２名の学生が参加した。また YICビューティモ 

ード専門学校のイベントのスタッフなど新規のボランティアも実施予定である。インターン 

シップ実習先として、昨年から追加で７か所新規開拓できた。その中でも、防府市役所は今 

年度から直接依頼ができるような関係性を築けている。その他にも官庁訪問やガイダンスに 

ついて、行政職志望の学生と公安職希望の学生が混在している総合学科だからこそ警察・消 

防・市町村・県・国家など様々な職種の説明を聞いて、進路を考える機会にしたい。 

（澤村様） 



 校外学習の中で、官庁見学に行った際に給料や建物・職場の雰囲気を見て比較することで第 

一希望の志望先が変わることはあるのか。 

（橋口） 

 官庁見学後に学生に直接聞いてみた際には確かに建物がきれい・雰囲気がいい・給料が高い 

・職員の休憩所がしっかりしているなどの理由で進路を変えようか迷っている学生がいた。 

 

（３）令和４（２０２２）年度公務員総合学科の検定試験結果について 

  （久永） 

   公務員総合学科２年生の全国経理教育協会簿記検定２級の合格率が昨年度より２倍近い学 

生が合格しており、学生の努力が報われた形となった。また、公務員総合学科１年生では、 

例年実施していたニュース検定からインターネット検定に変更して実施した。 

 

 （３）令和５（２０２３）年度公務員総合学科の検定試験について 

   （久永） 

    今年度は各検定の合格率を上げるため、各検定の試験日程を調整して合格を目指す。特に文 

    章検定は例年２月に実施していたものを１月に移動させることで、２月に実施される簿記 

    検定やワード検定・エクセル検定などに集中できるように調整している。 

 

（４）令和５（２０２３）年度公務員総合 1年生の検定試験年間スケジュールについて 

 

（５）Web教材「Webトレーニング」について 

  （橋口） 

   今年度からデジタル教材「Webトレーニング」を取り入れている。問題集力数４０００問 

以上でスマホ・タブレット・パソコンなど学生に合わせてどの機材からでもアクセスでき、 

いつでもどこでも気軽に問題演習ができるようになった。問題レベルが３段階あり、レベル 

が上がるにつれて選択肢が増えて本番に近い問題も解くことができる。現在使用しているア 

ナログ教材とも連動しているので１年生のうちに基礎学力を身に付けて、２年生に実践力を 

身に付けて本番で高得点を目指せる仕組みとなっている。 

 

（８）その他（今後の予定など） 

  （阿部様） 

   社会人１年目の様子を見たときにメールの送受信方法がわからない新社会人が多い。そこ 

で、キャリア教育の一環として、メールの送受信方法に関する講座や研修に学生に参加して 

もらうのもいいと思う。 

 （澤村様） 

公務文書の作り方も専門学校時代に学べたほうがよいと感じている。言葉遣いや文章構成・ 



形式など基本となる書式ベースがないため、新社会人はインターネットで調べ、過去の資 

料を見ながら公務文書を作成している。しかし、読みやすい文章なのか、わかりやすい表現 

になっているのかなど内容の部分まで考えて作成していないので、読みにくい公務文書にな 

っていることが多い。そこで、公務文書の作成方法についての講義もよいと思う。また、最 

近は教養試験の点数は拮抗しているため、採用の合否を決めるために作文試験や適性試験・ 

体力試験・面接試験などがアピールポイントになるため、授業などで指導してほしい。面接 

は第一印象が大切である。                                   

 

以上 


